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MAAP コードのエアロゾル挙動モデルの特性を把握するため、解析モデルの根拠等に基づき選定したパラ

メータを用いて、実機プラントを対象とした代表事故シナリオにおける感度解析を行った。それによりエア

ロゾル挙動モデルの理解とソースターム評価の感度解析実施における留意点が得られた。 
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1. 緒言 MAAP コードによるソースターム評価手法に関する技術的知見を得ることを目的に、エアロゾル挙

動モデルの特性を把握するため、実機プラントを対象とした代表事故シナリオにおける感度解析を行った。

感度解析の対象パラメータは FP 放出挙動およびエアロゾル挙動に関するものを選定し、解析モデルの根拠

や既往研究の知見に基づき感度幅を設定した。本研究を通じて得られた、レベル 2PRA のソースターム評価

の感度解析を実施する手順における留意点を議論する。 

2. 感度解析 

2-1. 感度パラメータの選定 図 1 に示すサンプルフローに

従い、空間（格納容器内等）、時間範囲（格納容器破損直前

まで等）を定め、それらの範囲で対象 FP（ヨウ素、エアロ

ゾル CsOH 等）の挙動に影響すると考えられるパラメータ

を選定した。本研究では、SBO シナリオにおける格納容器

破損直前までの格納容器内 CsOH エアロゾル沈着挙動に着

目した。MAAP コードでは各種のエアロゾル沈着モデルが

考慮されており、一般的に粒径が大きく形状が球体に近い

ほどエアロゾル沈着量が増加すると考えられる。したがっ

て、エアロゾルの粒径および形状に関わるパラメータから

感度パラメータを選定した。 

2-2. 解析結果 図 2 に PWR プラント体系において、感度

パラメータであるエアロゾル凝集形状係数の感度解析結果

を示す。エアロゾル凝集形状係数を大きくした場合（上限

値）、エアロゾル凝集効果の増加により 1次系内沈着量が増

加、それに伴い格納容器内沈着量と環境放出量が減少した。

図 2 に示すように、エアロゾル凝集形状係数は CsOH 挙動

に対して感度があるが、ヨウ素等のエアロゾルを生成しに

くい高揮発性 FP の場合は感度を持たないと考えられる。ま

た、大破断 LOCAシナリオの場合は、大部分のエアロゾル

が 1 次系内に滞留せずに格納容器へ放出されるため、格納

容器内沈着量が SBO シナリオと異なる等、事故シナリオに

よってもエアロゾル挙動が異なると考えられる。 

3. 結論 感度解析結果から、エアロゾル沈着効果が大きく

なると主に 1 次系内への沈着量が増加するため、格納容器

内沈着量および環境放出量が減少することが明らかになっ

た。また、感度パラメータおよびその感度幅は、対象とする

FP とその状態、空間、事故シナリオ毎に検討すべきと考え

られる。 
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図 2 感度解析結果（格納容器内） 

原子炉容器破損(約 5.5 時間) 

格納容器過圧破損(ベースケース：約 101.9時間) 

図 1 感度解析フロー例 

①対象とするFPと状態、空間、時間範囲を定める

②定めた時間範囲・空間において対象FPの挙動に影響すると考え
られるパラメータを選定する

③解析モデルの根拠や既往研究の知見を参考に感度幅を設定する
（この時点で感度が極端に低いと考えられる場合は除外する）

④感度解析を実施し、各パラメータが対象とした空間・時間範囲
において感度があることを確認する（感度が極端に低ければ、
この時点で除外する）

感度解析結果の詳細分析

格納容器過圧破損(上限値：109.3時間)         
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